
  

 

 

 

 

                  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（公財）仙台ひと・まち交流財団 

＊森につどい絆ふれあう学びの館＊ №385 

 

令和 5 年 ３月号 

〒981-0904 仙台市青葉区旭ケ丘 3-25-15 

電話 271-4729 ／ ＦＡＸ 271-7984   

     

    ホームページ 

https://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/asahigaoka/index.html 
 

仙台市旭ケ丘市民センター 検索 

   令和５年５月１２日（金）～令和６年１月１２日（金）【８月をのぞく全８回】 

     原則第１金曜日 （ ５・１１・１月は第２金曜日の開催予定 ） 

  １０：００～１１：３０    実費 

  ６０歳以上の方 ７０名（応募者多数の場合「抽選」） 

  往復はがきに、① 氏名（ふりがな）、 ② 年齢、 ③ 住所、 

  ④ 電話番号 を明記のうえ、市民センターまでお送りください。 

  ※3 月 25日（土）消印有効です。 

※結果は 4月中旬頃、返信はがきでお知らせします。 

※お申込み時にお預かりした個人情報は、当該講座以外の目的では使用いたしません。 

※新型コロナウイルス感染状況により、開催を中止、または延期（最大 2月まで）する場合があります。 

月に１回、健康・歴史など様々なテーマについて学習や音楽鑑賞などを実施します。ご参加お待ちしております！ 

※この面には、何も 
記入しないで 
ください。連絡用に
使用します。 

仙台市青葉区旭ケ丘 
３－２５－１５ 

 
旭ケ丘市民センター 
旭ケ丘老壮大学 行 

〒981-0904 

往信 

＜ 記入例 ＞ 

往信面（おもて）      返信面（うら） 返信面（おもて）      往信面（うら） 

1 仙 台
せんだい

 太郎
たろう

 

2 〇〇歳 

3 〒980-0000 

仙台市○○区 

○○○○○ 

4 022-000-0000 

 

仙台市〇〇〇〇 
 

仙台 太郎 様 
 

〒980-0000 

 返信 

 

  
開催月日 

  
開催時間 

講座 
の 

ご案内 

  
対 象 

  
費 用 

  
申込方法 

https://www.sendai-shimincenter.jp/aoba/asahigaoka/index.html


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※情報は２月 17日（金）現在のものです。最新の情報は、当センターやホームページでご確認ください。 

※新型コロナウイルスの状況により掲載内容の変更等がある場合がございますので、ご了承ください。 

※来館の際は、自宅での検温、マスク着用、入室前の手指消毒などのご協力をお願いいたします。 

※この用紙は雑紙としてリサイクルできます。 

 

 

講座 

レポート 

６（月） ・ １３（月）  

２０（月） ・ ２２（水）  

２７（月） 
 
 

３（月） ・ １０（月）  

17（月） ・ ２４（月） 
４月 

３月 

● 5 月分当選確定期間     ３/ ２(木) ～ 3/ 9(木) 

● 5 月分空室申込受付        3/１０(金) ～  

 窓口  9:00～  電話  10:00～ 

● 6 月分抽選申込受付        3/１６(木)～3/31(金) 

● 6 月地域利用団体優先申込  3/ ５(日) ～ 3/15(水) 
 ※3/５(日)は窓口で受付１０:00～、3/7(火)以降は電話でも受付けます 

（９:００～） 

仙台市子ども会 
インリーダー研修会を開催しました 

1月 28日（土）9：30～11：30 

仙台市子ども会インリーダー研修会を開催しました。 

児童向け研修と世話人向け研修をそれぞれで行い、児童・世話

人合同研修では児童が指示を出して世話人も一緒にゲームをしま

した。ルールの説明や、お手本として実演したり、前に立っては

きはきと指示を出す児童の姿に、世話人からは驚きの声が上がり

ました。感染症対策をしっかりと行い、3年ぶりに対面での開催

ができ、楽しく学ぶことが出来た研修会になりました。 

台原森林公園をまるごと楽しもう 最終回 
2月 10日（金）全 10 回に及ぶ本講座の最終回となりました。

受講生一人一人が、今迄撮りためた中から選りすぐりの写真をス

クリーンに映し、撮影時の思いなど話しました。同じ森林公園で

も彫刻、樹木などそれぞれ視点が全く異なりました。 

写真家の佐々木先生からは「そのときどんな気持ちで撮ったか

その思いが一番」、目黒先生は「死ぬまで自然の中で楽しもう」

と話されました。全体を通し８回の自然観察、写真を撮り、セン

ターまつりで発表、自然素材でのリース作り、環境保全について

の学びなど盛り沢山の、まさに“まるごと”森林公園を楽しんだ

講座でした。 

 

 

 

 

組写真にした方も

も 


